
【集計結果の概要】

令和２年度

自然や生きものとの関係についてのアンケート

丹波篠山市農都環境課・秘書課



回答者の属性

調査対象 市内小学校6年生（339名）

調査時期 令和2年10月～11月

有効回答 334人（97.4%）

調査項目

生きものに対する意識

自然体験の有無とその理由
（川・田んぼ・森・公園）

好きな自然遊び
やってみたい自然遊び

市内で見たことのある生きもの
守りたい生きもの

市の鳥アンケート
（秘書課 担当）
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19.6%
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10.1%

9.4%

8.1%

H27 (n=325)

H28 (n=331)

H29 (n=305)

H30 (n=318)

R01 (n=330)

R02 (n=332)

好き どちらかというと好き どちらかというときらい きらい

問１ 生きものが好きですか(年度別)

未回答者を除く



38.0%

40.0%

58.3%
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23.5%

40.0%

30.8%

55.0%

44.4%

25.0%
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40.2%

24.1%

31.6%

39.1%

25.0%

34.3%

32.0%

25.0%

40.0%

44.1%

30.0%

46.2%

20.0%

11.1%

75.0%

33.3%

26.1%

51.7%

26.3%

39.1%

50.0%

19.6%

12.0%

8.3%

8.0%

23.5%

10.0%

15.4%

25.0%

44.4%

0.0%

22.2%

25.0%

20.7%

26.3%

13.0%

0.0%

8.1%

16.0%

8.3%

4.0%

8.8%

20.0%

7.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

8.7%

3.4%

15.8%

8.7%

25.0%

全体 (n=332)

篠山 (n=25)

八上 (n=12)

城北畑 (n=25)

岡野 (n=34)

城東 (n=10)

多紀 (n=13)

西紀南 (n=20)

西紀 (n=9)

西紀北 (n=8)

大山 (n=9)

味間 (n=92)

城南 (n=29)

古市 (n=19)

今田 (n=23)

篠山養護 (n=4)

好き どちらかというと好き どちらかというときらい きらい

問１ 生きものが好きですか(学校園別)

未回答者を除く



【全体の傾向】

• 生きものが「好き」と回答した児童は、昨年度から3.2％増加して38.0％とな
り、これまでの調査で最も多くなった。

• 「好き」または「どちらかというと好き」と回答した児童は72.3％で、過去最高値

であった。多少の年変動はあるものの、全体的に生きものが好きな割合は増
加傾向。

【学校園別の傾向】

• 生きものが好きな割合は学校園ごとで異なり、最も高い学校と低い学校では
44.5％の差があった。

【補足】

• 令和2年5月策定に策定した第2次丹波篠山市環境基本計画では、人財づくり分野に
おける成果目標の1つを「生きものが好きな子どもの割合」としており、この数値を令
和7年度に80.0％とすることを目標としている。

問１ 生きものが好きですか ～傾向・補足～
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71.9%

69.2%

76.4%

69.8%

27.6%

35.2%

27.1%

28.3%

23.3%

30.2%

H27 (n=332)

H28 (n=331)

H29 (n=307)

H30 (n=310)

R01 (n=329)

R02 (n=334)

ある ない

問２ 市内でゲンジボタルを見たことがありますか (年度別)

未回答者を除く



69.8%

54.2%

64.3%

80.0%

54.5%

100.0%

84.6%

90.0%

100.0%

62.5%

100.0%

55.4%

72.4%

78.9%

90.9%

50.0%

30.2%

45.8%

35.7%

20.0%

45.5%

0.0%

15.4%

10.0%

0.0%

37.5%

0.0%

44.6%

27.6%

21.1%

9.1%

50.0%

全体 (n=331)

篠山 (n=24)

八上 (n=14)

城北畑 (n=25)

岡野 (n=33)

城東 (n=10)

多紀 (n=13)

西紀南 (n=20)

西紀 (n=9)

西紀北 (n=8)

大山 (n=9)

味間 (n=92)

城南 (n=29)

古市 (n=19)

今田 (n=22)

篠山養護 (n=4)

ある ない

問２ 市内でゲンジボタルを見たことがありますか（学校園別）

未回答者を除く



【全体の傾向】

• 市内でゲンジボタルを「見た」と回答した児童は、過去最高値であった昨年度
から6.6％減少して69.8％となった。

• 「見た」と回答した児童の割合は、調査を開始したH27年からR2年まで多少
の増減はあるものの、約70％前後を推移していた。

【学校園別の傾向】

• 「見た」と回答した割合は学校園ごとで異なり、最も高い小学校は100％、最も
低い小学校では45％程度の差があった。

【補足】

• 令和2年度「ふるさとの川づくり再生事業」整備場所として、大谷川（加古川水系、大
山地区）におけるホタルに配慮した土砂浚渫が予定されている。

• 令和2年6月9日に大谷川に生息するホタルを目視調査したところ、ゲンジボタルの数
は少なく、ヘイケボタルが多く確認された。

問２ 市内でゲンジボタルを見たことがありますか ～傾向・補足～



問３ 市内の川で遊んだことがありますか

n=333

その他の例：
・あぶないから
・ゲームで遊んでいるから

遊んだことがない理由 割合(%)

遊んでいい場所を知らない 20.0%

服や手足が汚れるのがいや 15.6%

川に興味がない・苦手・こわい 14.4%

他の遊びの方がしたい 13.3%

遊び方がわからない 11.1%

家族に連れて行ってもらえない 10.0%

習い事などで時間がない 7.8%

その他 4.4%

一緒に行く人がいない 3.3%

・川で遊んでも楽しくない
など

86.2%

13.8%

ある ない

遊ばなかった理由の平
均選択個数⇒2.0

未回答者を除く



問３ 市内の川で遊んだことがありますか

86.2%

84.0%

100.0%

92.0%

76.5%

90.0%

61.5%

60.0%

100.0%

100.0%

100.0%

84.8%

93.1%

94.7%

95.5%

100.0%

13.8%

16.0%

0.0%

8.0%

23.5%

10.0%

38.5%

40.0%

0.0%

0.0%

0.0%

15.2%

6.9%

5.3%

4.5%

0.0%

全体 (n=334)

篠山 (n=25)

八上 (n=14)

城北畑 (n=25)

岡野 (n=34)

城東 (n=10)

多紀 (n=13)

西紀南 (n=20)

西紀 (n=9)

西紀北 (n=8)

大山 (n=9)

味間 (n=92)

城南 (n=29)

古市 (n=19)

今田 (n=23)

篠山養護 (n=4)

ある ない



問４ 市内の田んぼで遊んだことがありますか

71.5%

28.5%

ある ない

遊んだことがない理由 割合(%)

遊んでいい場所を知らない 17.4%

他の遊びの方がしたい 16.9%

田んぼに興味がない・苦手・こわい 15.7%

服や手足が汚れるのがいや 15.2%

遊び方がわからない 13.5%

その他 8.4%

家族に連れて行ってもらえない 5.1%

一緒に行く人がいない 4.5%

習い事などで時間がない 3.4%

n=333

その他の例：
・遊んではいけないといわれているから
・田んぼに入ったことがないから など

遊ばなかった理由の平
均選択個数⇒1.9

未回答者を除く



問４ 市内の田んぼで遊んだことがありますか

71.5%

72.0%

85.7%

96.0%

58.8%

90.0%

76.9%

89.5%

88.9%

37.5%

77.8%

63.0%

65.5%

63.2%

78.3%

75.0%

28.5%

28.0%

14.3%

4.0%

41.2%

10.0%

23.1%

10.5%

11.1%

62.5%

22.2%

37.0%

34.5%

36.8%

21.7%

25.0%

全体 (n=334)

篠山 (n=25)

八上 (n=14)

城北畑 (n=25)

岡野 (n=34)

城東 (n=10)

多紀 (n=13)

西紀南 (n=20)

西紀 (n=9)

西紀北 (n=8)

大山 (n=9)

味間 (n=92)

城南 (n=29)

古市 (n=19)

今田 (n=23)

篠山養護 (n=4)

ある ない



問５ 市内の森や山で遊んだことがありますか

81.5%

18.5%

ある ない

遊んだことがない理由 割合(%)

遊んでいい場所を知らない 21.6%

森や山に興味がない・苦手・こわい 21.6%

他の遊びの方がしたい 15.5%

遊び方がわからない 11.2%

服や手足が汚れるのがいや 9.5%

習い事などで時間がない 6.9%

その他 5.2%

家族に連れて行ってもらえない 4.3%

一緒に行く人がいない 4.3%

n=330

その他の例：
・少し遠い
・きたない

・あぶないから
など

遊ばなかった理由の平
均選択個数⇒1.9

未回答者を除く



問５ 市内の森や山で遊んだことがありますか

81.5%

80.0%

100.0%

68.2%

63.6%

100.0%

92.3%

95.0%

100.0%

62.5%

77.8%

80.4%

69.0%

94.7%

91.3%

100.0%

18.5%

20.0%

0.0%

31.8%

36.4%

0.0%

7.7%

5.0%

0.0%

37.5%

22.2%

19.6%

31.0%

5.3%

8.7%

0.0%

全体 (n=334)

篠山 (n=25)

八上 (n=14)

城北畑 (n=25)

岡野 (n=34)

城東 (n=10)

多紀 (n=13)

西紀南 (n=20)

西紀 (n=9)

西紀北 (n=8)

大山 (n=9)

味間 (n=92)

城南 (n=29)

古市 (n=19)

今田 (n=23)

篠山養護 (n=4)

ある ない



問６ 運動場や公園などで自然を使った遊びをしたことがありますか

78.7%

21.3%

ある ない

遊んだことがない理由 割合(%)

遊具やサッカーなどの遊びしかしていない 35.1%

虫や生きもの、自然などに興味がない・苦手 17.5%

他の遊びがしたい 16.5%

遊び方がわからない 8.2%

その他 8.2%

一緒に行く人がいない 6.2%

服や手足が汚れるのがいや 6.2%

習い事などで時間がない 2.1%

家族に連れて行ってもらえない 0.0%

n=329

その他の例：
・外であそばない
・草アレルギーだから

・さわりたくない
など

遊ばなかった理由の平
均選択個数⇒1.4

未回答者を除く



問６ 運動場や公園などで自然を使った遊びをしたことがありますか

78.7%

92.0%

92.9%

63.6%

72.7%

90.0%

69.2%

95.0%

100.0%

62.5%

88.9%

76.1%

65.5%

78.9%

81.8%

100.0%

21.3%

8.0%

7.1%

36.4%

27.3%

10.0%

30.8%

5.0%

0.0%

37.5%

11.1%

23.9%

34.5%

21.1%

18.2%

0.0%

全体 (n=334)

篠山 (n=25)

八上 (n=14)

城北畑 (n=25)

岡野 (n=34)

城東 (n=10)

多紀 (n=13)

西紀南 (n=20)

西紀 (n=9)

西紀北 (n=8)

大山 (n=9)

味間 (n=92)

城南 (n=29)

古市 (n=19)

今田 (n=23)

篠山養護 (n=4)

ある ない



学校名 割合(人数)

総計 (n=334) 3.0%(10)

岡野小 (n=34) 11.8%(4)

多紀小 (n=13) 7.7%(1)

古市小 (n=19) 5.3%(1)

城南小 (n=29) 3.4%(1)

味間小 (n=29) 3.3%(3)

上記以外の小学校 0.0%(0)

97.0%

3.0%

ある ない

問３～６ 市内の自然で遊んだことがありますか

n=334

未回答者を除く

問3：市内の川で遊んだことがある
問4：市内の田んぼや周りで遊んだことがある
問5：市内の森や山で遊んだことがある
問6：校庭や公園などで自然遊びをしたことがある

どれか1つでも「ある」と回答した場合⇒「ある」

問3～5のみの場合
94.9％がある
3.0％がない



問３～６ 市内の自然で遊んだことがありますか ～傾向～

【全体の傾向】

• 市内において川や田んぼ、森、公園などの自然体験をしたことが「ある」と回
答した児童は、何れも70％以上あった。

• 川・田んぼ・森や山などで自然体験をしたことが「ない」と回答した児童は、
「遊んでいい場所を知らない」ことが障害となっていた。

• 遊んだことが「ない」と回答した児童は、公園等を除くと平均2個程度の理由
があると回答していた。

• 遊んだことのない児童は、自然遊び＝暗い、怖い、危ない、きたないという印
象を持っていた。

• 田んぼにおける自然遊びをためらう要因として、田んぼは誰かの持ち物であ
り、遊んではいけない印象を持っていることも考えられた。



問７ 自然の中でどんな遊びをするのが好きですか

回答数 割合(%)

川遊び 171 14.5%

釣り、魚とり 160 13.6%

秘密基地づくり 158 13.4%

探検や散歩 119 10.1%

サバイバルゲーム 105 8.9%

木登り 102 8.6%

たき火 86 7.3%

どんぐり、落ち葉ひろい 67 5.7%

いきものとり 63 5.3%

草花つみ、草花遊び 61 5.2%

野鳥観察 44 3.7%

その他 22 1.9%

自然の中で遊ぶことが好きではない 22 1.9%

合計 1031 100%

n=329

その他の例：
・山登り
・キャンプ、BBQ

・ハンモック、ひなたぼっこ
・キノコや木の実とり
・自然の写真を撮る

1人あたりの
平均選択個数⇒3.5
(未回答・好きではないを除く)



問８ 遊びに行きたくなる自然の遊び場の条件は

回答数 割合(%)

アスレチックや遊具がある 232 21.6%

明るくてきれい、危なくない 188 17.5%

徒歩や自転車などで
自分で行ける

163 15.2%

道具などが借りられて、
自由に使って遊べる

162 15.1%

友達がたくさん遊びに来る 138 12.9%

おもしろい植物や生きものがたくさ
んいる

114 10.6%

遊び方や生きものについて教えて
くれる人がいる

47 4.4%

その他 28 2.6%

合計 1072 100%

n=324

その他の例：
・カフェやお店がある
・おちつけるところ
・虫がいないところ
・ちょっと危ないところ
・魚つりスポット

1人あたりの
平均選択個数⇒3.3
(未回答者を除く)



問７・８ 児童が好きな自然遊び・求める遊び場の条件 ～傾向～

【好きな自然遊びの傾向】

• 「自然遊びをしたくない」と考えている児童は1.9％しかおらず、多くの児童は
好きな自然遊びがあると回答していた。

• 回答があった児童の1人あたりの選択個数は平均3.5個であり、好きな自然遊
びの種類が多様化している可能性がある。

• 川遊びや魚釣りなど、水辺周りの自然遊びが好きな児童が多かった。

• 近年知られるようになったサバイバルゲームを選んだ児童が8.9％（5位）おり、
自然遊びの内容が変化していると考えられた。

【遊び場の条件の傾向】

• 回答割合の上位3つは、アスレチックや遊具があること（21.6％）、明るくてき
れい、危なくない（17.5％）、自分で行ける（15.2％）が遊び場の条件となって
いた。

• 回答があった児童の1人あたりの選択個数は平均3.3個であった。



見たことがある生きものランキング ～グループ別上位3種～

森・山グループ

里・田グループ

川グループ

5位：カブトムシ（72.8%） 13位：オオムラサキ（57.5%） 14位：ミヤマクワガタ（56.9%）

1位：アマガエル（85.3%） 2位：カマキリ（84.7%） 3位：ツバメ（80.8%）

9位：サワガニ（66.5%） 10位：ゲンジボタル（64.1%） 12位：サギ（62.0%）

市内で見たことのある生き物すべてを選択 （回答数に制限なし）



守りたい生きものランキング ～グループ別上位3種～

森・山グループ

里・田グループ

川グループ

4位：オオムラサキ（49.4%） 8位：ウサギ（29.9%） 9位：シカ（28.4%）

3位：ツバメ（50.0%） 5位：オナエギク（33.8%） 7位：メダカ（32.9%）

1位：カワセミ（55.7%） ２位：ゲンジボタル（53.6%） 6位：ニホンイシガメ（33.5%）

順位は全グループのもの 回答はグループごとに3種類ずつ回答（計9種類）



見たことがある/守りたい生きものランキング ～傾向～

【見たことがある生きもの】

• 「里・田グループ」の生物種が上位を占めており、生活圏に近い場所にすむ
生きものほど割合が高いと考えられた。

• 「見た」と回答した割合は多くの生物種で減少傾向にあり、児童が生き物を見
る機会が全体的に低下している恐れがある。

【守りたい生きもの】

• 城北畑小のクリンソウや城東小のオオサンショウウオなど、地域のヒーロに
指定されている生物は該当する小学校におけるランキングの上位に選ばれ
ていることが多かった。

• カワセミやニホンイシガメなどは回答割合が上昇している一方で、メダカやサ
ギなどは減少しており、守りたい意識は生物種ごとで変化していた。



丹波篠山市の鳥を選ぶアンケート ～小学生の結果～

種名 票数 理由

1位 ウグイス 157

・鳴き声がきれ
いだから

・かわいいから

・きれいだから

2位 カワセミ 129

・色がきれい
・かわいいから

・めずらしいか

ら

3位 フクロウ 86
・可愛いから
・かっこいいから

・見てみたいから

4位 ツバメ 71
・よく見るから
・子育てをがん

ばっているから

種名 票数 理由

5位 サギ 67

・白くてきれい
・かわいいから

・サギソウの名

前の由来だから

6位 シジュウカラ 42

・かわいいから
・家によく来るか

ら

・色がきれい

7位 キジ 38

・桃太郎に出て
たから

・国鳥だから

・かっこいいから

8位 セキレイ 35
・よく見るから

・キレイだから

• コウノトリ（大きいから）
• ニワトリ（おいしいから）
• ワシ、タカ（かっこいいから）

• スズメ（かわいいから）
• カモ（かわいいから）
• キツツキ（めずらしいから）

• カラス（頭がいいから）
• トンビ（かっこいいから）

など

一般向けアンケート・小学生向けアンケートを参考に、市の鳥選定委員会にて市の鳥を決定

その他


